
様式３

Ⅰ　基本情報

名称

募集方法

複数施設を一括指定の場合、その理由：

業務の範囲

施設数：１施設

名称

保育事業

1015.15㎡

主要施設

児童福祉法（昭和22年法律第164号）39条の規定に基づく保育所として、保護者の労働、疾病そ
の他の事由により、その監護すべき児童について保育を必要とする場合、当該児童を保育するこ
と。

保育室、乳児室、遊戯室、事務室、調理室

非公募

非公募の場合、その理由：施設利用者との継続的な信頼関係が求められるため、非公募としたも
の。

３　評価単位

指定期間

複数施設を一括評価の場合、その理由：

指定単位
施設数：１施設

指定管理者評価シート

事業名 公立保育所等運営費 所管課（電話番号） 子ども未来局子育て支援部施設運営課（211-2986）

２　指定管理者

事業概要

目的

開設時期

１　施設の概要

平成16年4月1日 延床面積

札幌市しせいかん保育園 所在地 札幌市中央区南３条西７丁目１-１

施設の維持及び管理。保育の実施及び保育の実施に付随する業務。

社会福祉法人　救世軍社会事業団

平成30年４月１日～令和5年３月31日
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様式３

Ⅱ　令和元年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

1　業務の要求水準達成度

（１）統括管理
業務

▽　管理運営に係る基本方針の策定

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

保育を必要とする乳幼児が心身とも健全に成長する
ために、法人の社会福祉事業の理念に基づき地域
とともに歩む共同体を目指すという保育園の理念の
もと、「子どもの成長に大切な水・砂・泥あそびなどの
活動を行い、人とのかかわりが楽しくなる保育をし、
家庭との連携による人間形成の基礎づくりに努め、
保護者とのコミュニケーションを大事にして必要な支
援を行い、複合施設の交流を通して多くの大人に見
守られながら成長していける場となるよう努力してい
く」との方針を策定した。また運営にあたっては札幌
市児童福祉法施行条例、札幌市子ども・子育て支援
法施行条例及びその他の関係法令を遵守するもの
とした。

市の指導を受ける
ことなく、適切に管
理されている。

項　目 実施状況
指定管理者
の自己評価

所管局の評価

多様なニーズに可
能な限り対応しつ
つ、基本方針に則り
管理運営を行うこと
ができた。複合施設
間の定期連絡会を
通し、各施設との連
携・交流を計画的に
行い、相互理解を
深めることができ
た。

平等利用の確保のため「多様化する利用者のニー
ズに応える」という方針を策定し、札幌全域からの希
望者を受け入れ、夜間保育(延べ2,130人）・時間外保
育（延べ4,097人）・乳児保育（延べ2,961人）・アレル
ギー児保育（延べ1,278人）・一時保育（延べ11人）を
行っている。入園希望者に対しては随時保育園の見
学を受付け、園内を案内して保育園の生活に関する
情報を提供している。また、子育て支援総合センター
との交流の一環として、園児と一緒に遊んだり園内
見学ツアー、園庭開放を行って保育園の生活を体験
してもらっている。

引き続き園庭開放
を行った。利用者か
らは、保育園生活
の体験や子育て相
談の場として今後と
も継続してほしいと
の要望があり、来年
度以降も実施して
いく予定である。

▼　環境問題に関する園内研修を通して職員の環境
への配慮が浸透してきており、節電やリサイクルに
ついては、園児及び保護者への声かけも行った。

節電やリサイクルな
ど環境への配慮意
識が定着してきた。
職員のみならず、保
護者や園児たちに
も浸透してきてい
る。

▼　複合施設全体で電気・水道・ガスを節約し、事業
ごみは分別による資源ごみリサイクルを行うことで、
二酸化炭素排出量の削減に努めている。
▼　コピー機および印刷機は節電機能つきのものを
使用し、消耗品は環境負荷の少ないグリーン商品や
リサイクル商品を購入、コピー用紙もリサイクル
100％の商品を使用している。
▼　給食の廃油はバイオディーゼル燃料や洗剤の原
料として、リサイクル業者に活用してもらっている。
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様式３

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従
事者の確保・配置、人材育成）

協議・報告内容

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等
の開催）

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確
保、受託者への適切監督、履行確認）

▼　普段から保護者とのコミュニケーションを密にし
て保護者の思いを汲み取るようにしてきた。（送迎時
の声かけ、個人懇談、保育参観、ご意見箱）
▼　クラス会議、乳児・幼児別会議、夜間保育会議な
どを行い、保育士間の連携を図った。
▼　幼児リーダー、乳児リーダーを中心としたきめ細
かな打ち合わせ、感染症情報ノート、ヒヤリハット報
告書を利用して情報の共有を図った。軽微な怪我に
ついてもその都度話し合いを行い、状況把握と再発
防止をはかった。

複合施設の管理運営は、施設全体で北海道東急ﾋﾞﾙ
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ（株）に委託しており、役務履行検査報告書
により適正な業務遂行が行われていることを確認し
た。

▼　統括責任者として園長、職務代理者として主任1
名、副主任3名、専門リーダーを5名置き、組織機構・
事務分掌に従い職務を分担した。保育園の緊急連
絡網のほかに複合施設緊急連絡網も定めている。
▼　保育の質を高めるために計画に基づき、園外研
修には計29回延べ55名が参加し、園内研修は可能
な限り毎月実施した。

保育に必要な職員
数を確保することに
努めた。
キャリアアップでき
る組織体制を整備
し、副主任、専門
リーダー、職務分野
別リーダーを任命
し、それぞれに責任
を持って職務を遂
行するよう努めてい
る。
自主的な園外研修
の参加と体制を整
えながら全職員の
研修参加に努めて
いる。

＜協議会メンバー＞

開催回

新型コロナウイルス感染拡大防止の
為、
中止第１回

（2/27）

保護者との対話を
大切にして、子ども
の育ちの理解を共
有できた。
職員間での情報の
共有ができた。
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様式３

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

市の指導を受ける
ことなく、適切に管
理されている。

（２）労働関係
法令遵守、雇
用環境維持
向上

▽　要望・苦情対応

▼　指定管理業務の実施に関する記録・帳簿等を整
備・保管している。
▼　利用者満足度の測定のため、３月にアンケート
調査を行い結果を掲示した。
▼　怪我等については事故記録簿に内容と対応を記
録し、ヒヤリハット帳も利用しながら日々の安全に努
めた。
▼　各業務に関しての自己評価を実施し、今後の対
応について全職員で確認を行った。

▼　資金管理については、税理士事務所による毎月
の監査および法人本部による年１回の監査を導入し
ている。
▼　現金等の取扱いについては、経理規定に従って
適切に処理をしている。

会計責任者と出納
職員を置き、経理規
定に従った取り扱い
を行った。毎月、税
理士事務所による
点検も行っている。

▼　要望・苦情対応に関する苦情処理規程を作成し
たうえ、ご意見箱の設置や事務室入り口への貼紙な
どで、要望・苦情は随時受け付けていることを周知し
ている。
▼要望・苦情については毎月、件数・内容・解決結果
を掲示し、園だよりにも載せている。（件数が０件の
場合も掲示）
▼　年度末アンケートで出された要望に対しては、利
用者に対して掲示公表を行った。

保護者からの苦情・
要望に対しては、苦
情処理規程に従
い、迅速に職員間
で話し合い対応し、
理解を得るようにし
ている。
アンケートの結果を
含め苦情・要望は
掲示し、開かれた保
育園運営を行って
いる。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリ
ングの実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己
評価の実施）

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

職員の自己評価を
行い、園長との面談
を行った。また、主
任１名・副主任３名
体制で新任保育士
の育成に力を入れ
た。

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上

職員の雇用に関す
る関係法令を遵守
し、就業規則・給与
規定等を定め、労
働基準監督署へ必
要な届けを行ってい
る。
職員に対する給
与、賃金等の支払
を適切に行った。
安全衛生のため、
健康診断、予防接
種、検便を行った。

▼　給与規程の改正を、4月（勤勉手当の乗率変
更）、2月（勤勉手当の乗率変更と保育士初任給号給
変更）に行い、理事会承認後、労働基準監督署へ届
け出た。
▼　パート職員に対しては、北海道最低賃金（令和
元年10月1日施行）に合わせて、最低時給を870円へ
改正した。
▼　時間外労働及び休日労働に関する協定（36協
定）を結び、3月に労働基準監督署へ届け出た。
▼　労働基準監督署の行政指導を受けなかった。
▼　すべての職員を労災保険に、条件を満たす職員
（65歳未満、31日以上雇用）を雇用保険に加入させ
た。
▼　1週30時間以上勤務の職員を厚生年金保険と健
康保険、退職共済に加入させた。
▼　１年に１回の定期健康診断を実施している。
▼　労働者の安全と健康を確保のため、衛生推進者
を選任している。
▼　臨職から希望者を募り、内部登用試験を実施し
て１名を正職へ転換した。
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様式３

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼　保育時間

国が定める最低基準以上の保育士を確保している。

用務員　1名　事務員　1名　嘱託員　1名　

事業計画に沿っておおむね実施した。

内科健診：年5回実施　　歯科検診：年1回実施　　　

市の指導を受ける
ことなく、適切に管
理されている。

法令を遵守しなが
ら、事業計画に基
づき保育事業を実
施している。

3月の乳児健診は、
新型コロナウイルス
感染防止のため、
実施を見合わせ
た。

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上
への配慮、連絡体制確保、保険加入）

▽　防災

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修
繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

（4）事業の計
画・実施業務

▽　保育実施状況

０歳児

7:00～19：00、8：00～22：00

43（　8）人

118（14）人

R1実績

16（　0）人

40（　3）人

21（　3）人

39（　6）人

116（12）人

１～２歳児

３歳児

４～５歳児

定員 Ｈ30実績

施設長1名　保育士20名　保育補助2名　調理員4名

120(30)人

▼　職員数（令和元年3月31日現在）

▼　行事の実施

▼　健康診断の実施

41（　5）人

20（　1）人

計

▼　児童数（該当年度３月１日児童数）※（）内は夜間

日常の定期清掃や
点検と業務委託に
より、環境保全に努
めた。

▼　複合施設としての防災計画を策定し、保育園の
みの避難訓練は毎月、複合施設の合同訓練（火災・
地震・不審者）は年3回実施した。
▼　防災点検は、日常自主検査を毎日行うとともに、
消防署による年2回の定期点検を施設全体で実施し
ている。
▼　救急箱に医薬品を常備するとともにAEDも使用
できる状態にある。

日中の他に夜間で
避難訓練も実施し
ている。
事前連絡なしでの
訓練も行うことで、
緊急時の対応を考
えることができた。

ヒヤリハット報告で
危険を認識し、安全
な環境づくりの話し
合いを重ね、改善に
努めている。
他施設の事故例等
の周知により、職員
の安全意識を高め
ている。

▼　安全管理マニュアルの活用とヒヤリハット報告で
危険を認識し、安全への意識を高めている。
▼　緊急時の連絡は、緊急連絡網および伝言ダイヤ
ルを利用した体制をとっている。
▼　拾得物は、掲示したうえで事務室で保管してい
る。
▼　仕様に適合した損害賠償保険に加入している。

▼　施設の快適な環境を保つため、日常清掃は用務
員が毎日実施し、廃棄物は環境事業公社が毎日収
集している。
▼　計画清掃として全職員による年３回の窓・壁など
の清掃、および業者委託の排水管洗浄・グリースト
ラップ清掃（各年1回）を実施した。
▼　修繕として、排煙窓ワイヤー取替、食器洗浄機
修理、便器漏水修理を行った。
▼　衛生管理上有効な電解水生成装置を給食室に
設置し、食品の洗浄や清掃に活用している。
▼　警備・保守点検に関しては、複合施設全体で業
者へ委託して実施した。

14（　0）人

入所希望者がなく
定員数を満たすこと
ができなかった
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様式３

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

（前回から継続指定のため、引継業務なし）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

市の指導を受ける
ことなく、適切に管
理されている。

市の指導を受ける
ことなく、適切に管
理されている。

アレルギー疾患児
がおり、時間外保育
でも調理員と保育
士が連携しながら
食事の提供に注意
してきた。

延長保育（短時間保育） 131人 301人

（6）付随業務 ▽　広報業務

4,407人

（5）施設利用
に関する業
務 Ｈ30実績

826人 688人

一時保育（　８時～　１８時） 2人 11人

　※　実績は該当年度延べ利用児童数

▽　保育に付随する業務の実施状況

種別（内容） R1実績

延長保育（通常分～１時間延長） 3,108人

札幌市の施策で
ある時間外・夜
間・一時保育事業
の実施に努めて
いる。

他施設との交流や
見学者への案内を
積極的に行ってい
る。
エントランスホール
の掲示で、複合施
設来館者にも保育
園の活動を伝えて
いる。

▼　該当なし

▼給食の食材は市内の業者に発注している。
▼消耗品、保育材料などの物品は、可能な限り市内の業者から
購入している。
▼清掃、修繕、廃油回収は、市内の業者を利用している。
▼　園児のクリスマスプレゼント、保育材料の一部は、障がい者
施設に発注した。

市内企業、福祉施
設への依頼を、でき
る限り心がけてい
る。

▽　引継ぎ業務

２　自主事業その他

▽　自主事業

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

▼　入園のしおり（重要事項説明書）、要覧、一時保
育のご案内を作成し、施設の情報提供に努めてい
る。
▼　入所希望等の個人見学者（96家庭）のほか、複
合施設としての団体見学者を可能な限り受け入れ
た。
▼　子育て支援センターに来所している地域の親子
向けに、保育園案内や保育園体験、園庭開放を年2
回行った。
▼　複合施設のエントランスホールに保育園の活動
を掲示している。

延長保育（夜間保育～２時間延長）
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

3月 満足度は高い評
価を得られてい
る。利用者からの
意見・要望につい
ても、適切に対応
しており、利用者
とも良い信頼関係
を築いていると思
われる。

結果概
要

（要望②）畳や着替えＢＯＸの奥にホコリがたまって
いることがあるので、清掃の強化を望みます。⇒（回
答）大変失礼しました。日々の清掃に努めていきま
す。

（要望③）日々の様子を聞きたい。⇒（回答）朝夕の
送迎時にできるだけお子さんの様子をお伝えしたい
と思っていますが、保育中なので十分にお話できな
いこともあり申し訳ありません。個人懇談もできます
ので、担任に申し出てください。

アンケートの結果と
要望への回答を掲
示し、保護者の理
解を得ている。

入所児童保護者を対象に、用紙配布により実施。回
収率50.0％

・施設の利用の満足度…とても良い60.4％　良い
27.1％　普通12.5％　あまり良くない0.0％
・施設や設備の管理状況…とても良い54.2％　良い
29.2％　普通16.6%　 あまり良くない0.0％
・保育園の行事…とても良い47.9％　良い41.7％　普
通10.4％  あまり良くない0.0％
・保育園の食事…とても良い52.1％　良い29.2％　普
通18.7　  あまり良くない0.0％
・職員の対応…とても良い54.2％　良い39.6％　普通
4.2％　あまり良くない2.0％
・保育サービス全体…とても良い52.1％　良い37.5％
普通10.4％　あまり良くない0.0％

（要望①）季節ものなどの準備のアナウンスをもう少
し早くしてほしい。⇒（回答）懇談会、クラスだより、掲
示等で早めにお知らせをするように心がけていま
す。わからないことなどありましたら、遠慮せずに声
をかけてください。

利用者
からの
意見・要
望とそ
の対応

３　利用者の満足度

▽　利用者アンケートの結果

実施方
法
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様式３

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ｒ元年度は赤字だ
が、明確な理由
（園児数の減）に
よるものであり、
少額であることか
ら、健全な運営を
行っていると判断
できる。

４　収支状況

148,591 148,073 ▲ 518

利用料金 868 971 103

指定管理費

▲ 835

指定管理業務収入 150,539 150,110 ▲ 429

収入

▽　収支

項目 Ｒ元年度計画 Ｒ元年度決算 差（決算-計画）

（千円）

自主事業支出 1,833 1,783 ▲ 50

その他 1,080 1,066 ▲ 14

自主事業収入 2,509 2,103 ▲ 406

指定管理業務支出 155,871 150,572 ▲ 5,299

▲ 142 4,514

0

利益還元 0

法人税等

153,048 152,213

152,355 ▲ 5,349

収入-支出 ▲ 4,656

支出 157,704

純利益 ▲ 4,656 ▲ 142 4,514

▽　説明

園児数が定員数を
下回ったため、収入
減となったが、収入
および支出に関して
適切な運用ができ
た。

▼　指定管理業務収入のうち、委託費収入は予算対比▲1,089
千円、補助金事業収入は予算より660千円増となった。
▼　利用料金収入は、見込みより時間外保育利用者が増えたた
め、103千円の増となった。
▼　その他収入は、コロナ禍の欠席による副食費返戻として▲
14千円となった。
▼　自主事業収入のうち、退職給付引当資産取崩収入が予算対
比▲339千円、受取利息収入・その他収入が▲66千円となった。
▼　指定管理業務支出のうち、人件費支出は職員の途中退職に
より予算対比▲4,840千円、事業費支出は給食費・修繕費の減
少により▲1,008千円となったが、事務費が550千円の増となっ
た。
▼　自主事業支出は、利用者等外給食費支出が▲50千円となっ
た。
▼　決算収支は収入減と支出減により、142千円の赤字となっ
た。
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様式３

Ⅲ　総合評価

【所管局の評価】

総合評価 改善指導・指示事項

【指定管理者の自己評価】

▽　安定経営能力の維持 適 不適

適 不適▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン
条例及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

総合評価 来年度以降の重点取組事項

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

▼　各条例の規定に則り、すべて適切に対応した。
▼　個人情報の取り扱い方針を定め、すべての職員から個人情
報取り扱いに関する誓約書をもらっている。また、保育要録等の
開示請求にあたっては、所定の手続きにより開示している。（平
成31年度の請求は0件）
▼　協定に関する契約（第三者への委託、物品調達等）につい
て、暴力団員や暴力団関係事業者を相手に契約を行わなかっ
た。

　仕事内容を整理して、職員の仕事分担を明確にし、
それぞれの役割を積極的に行った。園内学習や園外
研修で学んだことを保育に活かし保育の向上につな
がることを目指してきた。複合施設間の交流は感染症
の影響で行うことができなかったのものもあったが、行
事等を通じた交流はこどもにとって良い経験となった。
　経年による施設の痛みや機器類の不具合がみられ
たところは修繕、交換を行ってきた。

　健康・安全管理マニュアルの整備に努めてきていた
が、新型コロナウイルス感染が発生したことにより、さら
に見直しして整備していく。
　園内学習・園外研修等で学び、子どもの育ちを理解し
保育の向上へつなげていく。
　複合施設間の交流は、引き続き行い子どもにも職員に
も良い経験としたい。

法令を遵守し、保育の質を保っていること、札幌市の
施策に対して積極的に取り組み、様々な保育ニーズに
対応していることが利用者の満足度にも表れているよ
うに見受けられる。
新しい生活様式が求められる中で、感染症対策を徹
底しながら、複合施設としての特徴を生かして、より質
の高い保育を提供できるよう取り組んでほしい。

▼　当法人の財務状況は良好で、安定した経営をしている。
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